
更なる市政発展のための新たなステージへ 
挑戦する決意をいたしました。 

LINE公式アカウントを開設しました！ 

討議資料  

※この「わかば」はすべて⾃⼰負担にて発⾏しており、政務活動費は⼀切使⽤しておりません。 
裾野市議会では、政務活動費は会派に対して交付され、議員の個⼈活動には充当できない規則となっております。 
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裾野市議会議員 

 

無所属★市民派 

 

《 ご挨拶 》  ご要望、ご相談、ご意見等ありましたら、お気軽にお声掛けください！ 

私は、これまで裾野市議会議員として５期 15 年、裾野市をより良いまちにしたいと活動さ
せていただいてきました。皆様には、叱咤激励をいただきながら、様々な世代の⽅々に対し
多⾓的に物事を⾒ることの⼤切さ、地域の特⾊や課題、裾野市の将来展望など、市政に関わ
る⼈としての視野や知⾒を皆様によって育んでいただきました。 
私は、皆さんの声を市政に反映していくために、現地・現場で皆さんと共に⾏動し、同じも

のを⾒て感じ、話を聞き、⼀緒に考えることを基本姿勢として活動してきました。 
これまでの活動を通じ、多くの経験を積ませていただいた⼀⽅で、皆さんが、この裾野市に

愛着を持ち、⽇々を楽しく安⼼して、裾野の未来に夢と希望を持って暮らせる裾野市の将来
を築いていくためには「議員」という⽴場での限界を感じていたのも事実です。 
これまで裾野市は、富⼠⼭をはじめ素晴らしい⾃然と歴史に育まれ、多くの先⼈の⽅々の努

⼒によって発展を遂げてきました。                           
しかし今、⼈⼝減少、少⼦⾼齢化、そして地域の活⼒や経済⼒の低下という、未来に向けた

⼤きな課題に直⾯しています。このままでは、⼦どもたちが夢を描き、若者が定着し、⾼齢
者が安⼼して暮らせるまちであり続けることはできません。 
私は、この現状に危機感を感じています。 
正直、迷いの時期もありましたが、⻑年培ってきた経験と皆さんとの対話の中で得た声を、

カタチにしていくために、⾃らがリーダーとなって、未来を切り拓く覚悟を決めました。 
道は決して平坦ではないことも覚悟の上です。私は、皆さんが笑顔で暮らし続けられる、

“新しい裾野市の未来”を切り拓くために、全⼒でこの挑戦を成し遂げていく思いです。 
未来へ挑戦する裾野市を、皆さんと⼀緒に創りあげていくために、お⼒添えをお願い申し上

げます。 

市政や政策への想い、活動の情報をタイムリーにお届けするため、【公式】かもひろみ後援会
の LINEアカウントを開設しました。ぜひ、お友だちの追加をお願いします。 

登録の方法は２種類あります。分かりやすい方法でご登録ください。 
 

【二次元バーコードで登録】 
右記の画像を読み取る。 
 

【ID検索で登録】 
LI NE アプリのホーム画面〉検索窓に「＠232dgegv」と入力 



これまでの経歴と活動 
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   【学歴】 
  富岳南保育園卒園、 
  裾野市立西小学校、西中学校卒業 
国立沼津工業高等専門学校 物質工学科 卒業（有機化学を専攻） 
国立沼津工業高等専門学校 専攻科 物質工学科 卒業（微生物学を専攻）学士（工学）取得 

 

【職歴】 
日本リメフ株式会社（医薬品製剤製造業）（骨粗鬆症治療薬を合成） 
町田食品株式会社（豆腐製造業）（商品開発室、品質管理室で豆腐づけの日々） 

 

【市民活動】 
裾野市地域活動（母親クラブ） ・ 裾野市陸上教室コーチ ・ 裾野市陸上競技協会  
裾野市ボランティア連絡会 ・ 公益社団法人裾野青年会議所 ・ 沼津高専同窓会理事  
にじいろの会（発達障がい児を持つ親の会）代表 ・ 裾野市文化協会 ・ 裾野連句会 
裾野しゃぎり保存会 ・ 中学校寺子屋コーディナーター など 

 
 

【議員活動の経歴】 
平成 22年 1月  １期目  
平成 22年 10月 ２期目 議会だより編集会 委員長 ／ 厚生文教委員会 委員長 
平成 26年 10月 ３期目 議会改革特別委員会 委員長 ／ 総務委員会 委員長 
平成 30年 10月 ４期目 裾野市議会 副議長 ／ 第３２代裾野市議会 議長 
令和 4 年 10月  ５期目 議会運営委員会 委員長 

 
 

議員力検定１級取得 ・ 発達障がいの支援を考える議員連盟 
全国若手市議会議員の会  ・ 東海若手市議会議員の会   
沼津高専と共に歩む議員連盟 ・ 東部M I C E 振興議員ネットワーク 

Q．市民に直接影響のあるサービスの変更時（東西公民館、南児童館、老人会のヘルシーパーク利

用制度など）に、市の進め方に対して、市民が混乱する状況となったことは、今後の市への

信頼を失いかねない。「変えるときこそ丁寧に向き合う」姿勢が大切であり、市民との向

き合い方は、庁内でどのように検討されているのか、その過程をお聞きする。 

また、なぜ市民から大きな声が上がったと思われるか？ 

A．影響の大きい施策や生活に直結する事業は、検討の初期から市民の声を想像し、影響を

抑える方法を検討すること、対話や意見交換の時期や手法など、施策の特性や影響に応じ

た対応を庁内で整理し共有する。市民から声が上がったのは、市民への直接的な影響があ

る施策だからと考える。直接的な影響がある施策は、どのタイミングでも、一定程度の反

発が生じることは避けられないと考える。 

Q．市の施策への市民意見の反映について  
今年度は、第５次総合計画の折り返し地点であり、後期基本計画の策定年度となります。 
総合計画では「２０２５年に達成したい裾野市の姿」を「ありたい姿」として示しています。 
「ありたい姿」を目指す中での具体的な施策の決定は、その方向性を市民と共有し、市民と一緒に
作り上げていくことで、効果を発揮するものと考えます。 
これは、まちづくりを進める自治の基本であり、市民目線のまちづくりの原点であると言えます。 
それが故に、その具体的な方向性や施策そのものの手法を見直し、新たな取り組みとして行う際
には、共に進む市民の声を丁寧に聞き取り、共に考えプロセスが何よりも重要だと考えます。 

裾野市議会 HP 
にて映像配信中 


